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図1．発振器の全回路構成
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図2．図1の回路の周波数と温度

抵抗によってプログラミングできるLTC®1799発振器は、
正確な方形波周波数リファレンスの設計における面倒な作
業をなくしてくれます。電源と入力ピン（SET）の間に接続
された1個の抵抗（RSET）により、マスタ発振器の周波数が
100kHz～30MHzの値へプログラミングされます。内部ク
ロック分周器は3条件の入力ピン（DIV）によってプログラミ
ングされ、マスタ発振器の周波数は1、10、あるいは100
によって分周されてから出力をドライブします。これによ
り、下限は1kHzまで広がり、全範囲は1kHz～30MHzとな
ります。出力周波数は、次の周波数設定の式で定まるよう
に、RSETと簡単な関係をなしています。
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簡単で正確なこの関係を実現しているのは、抵抗から周波
数への変換を線形化し、発振器の伝播遅延時間などの誤差
を除去する独自設計です。

回路は小さいが高性能
図1に示されているように、完全な発振器を構成するの必
要なのは、LTC1799、周波数設定抵抗、およびバイパ
ス・コンデンサだけです。水晶、セラミック共振器、555
タイマあるいはディスクリート部品で構成される発振器に
比べると、この回路は部品点数が少なく、LTC1799の
SOT-23パッケージは小さいので、PCB上の占有面積を大
幅に節約できます。

*抵抗による誤差を含む

この小型化のために性能上の代償を払う必要はありませ
ん。LTC1799は室温で±1.5%（標準±0.5%）の周波数精度
を保証しています。この仕様は2.7V～5.5Vの全電源範囲に
適用されますが、これは全電源電圧にわたりドリフトがわ
ずか0.05%/V（標準）しかないおかげです。

精度も全温度範囲にわたって厳密に保たれます。
LTC1799Cの温度ドリフトは±0.004%/℃（標準）で、保証
精度は0℃～70℃の範囲で±2%です（LTC1799Iの保証精
度は－40℃～85℃の範囲で±2.5%です）。図1の回路の全
インダストリアル温度範囲にわたる出力周波数を、3つの
標準的デバイスについて図2に示します。

電源と温度の変化の影響を受けにくいため、LTC1799は
他の発振器が対抗できない能力を備えています。RSETをポ
テンショメータと置き換えると、回路が完成した後、出力
周波数を「調整」することができます。一旦設定されると、
LTC1799は全動作条件にわたって所要の周波数を正確に
維持します。水晶とセラミック共振器はこの方法で調整す
ることはできません。555タイマや他のRC発振器にはこの
レベルの安定性はありません。

高速スタートアップ時間
設計者が水晶発振器でよく出会う問題は、回路が最終周波数
で発振するまでに長いスタートアップ時間がかかることです。

　 、LTC、LTはリニアテクノロジー社の登録商標です。
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MHzオーダーの周波数では、このスタートアップ時間は標
準で10msです。100kHzより低い周波数では、水晶発振器
はスタートアップに1秒かかることがあります。LTC1799
は5kHz～30MHzの任意の周波数の1%以内に安定するのに
1msより短い時間しかかかりません。

LTC1799は（水晶発振器で生じるもう1つの問題である）振
動や加速力の影響を受けません。多くの水晶発振器は
1 0 m A～3 0 m Aを消費しますが、これに比べると、
LTC1799の電源電流は1mA（標準）（5V電源の場合10MHz
で最大2.4mA）で、非常に効率的です。

2段階の設計過程
LTC1799は周波数の選択に制限がないうえ（抵抗の選択に
よって制限されるだけです）、使用法がきわめて簡単です。
外部抵抗RSETにより、マスタ発振器の周波数が100kHz～
30MHzの範囲内で決まります。3条件のDIVピンにより、
マスタ発振器の信号が出力へ直接送られるか、あるいは最
初に10あるいは100で分周されるかが決まります。設計手
順は簡単です。

1. 表1を使って分周器の適当な設定を決定します。

表1．周波数範囲と分周器の設定

分周器の設定 DIV (Pin 4)の接続 周波数範囲

÷1 (N = 1) GND (Pin 2) >500kHz*

÷10 (N = 10) Floating 50kHz to 1MHz

÷100 (N = 100) VCC (Pin 1) ≤100kHz

*10MHz (RSET < 10k)を超える周波数では、LTC1799は4Vより低い電源
では精度が落ちることがあります。

2. Nが決まったら、次式を使ってRSETの最適値を計算します。
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このように非常に簡単です。もちろん、LTC1799は抵抗
を周波数へ変換するので、（抵抗の許容誤差あるいは最適で
はない抵抗値の選択による）RSETの誤差により周波数の精
度が下がります。したがって、最適動作のためには1%ある
いは0.1%の抵抗を推奨します。

アプリケーション：温度-周波数コンバータ
LTC1799の最も分りやすいアプリケーションは固定周波

数リファレンスです。しかし、抵抗-周波数変換アーキテク
チャのおかげで、他にも多様なアプリケーションが可能で
す。単にRSETをサーミスタと置き換えることによって構築
された温度-周波数コンバータを図3に示します。YS I
44011の抵抗値は25℃で100k、0℃で333k、70℃で
16.3kであり、LTC1799のRSETの許容範囲にちょうど適
合する範囲です。LTC1799の温度係数は低く線形性は高
いので、LTC1799による誤差は全コマーシャル温度範囲
にわたり0.5℃以下です。出力周波数と温度の関係を図4に
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図3．温度-周波数コンバータ
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図4．図3の回路の出力周波数と温度

示します。
まとめ
LTC1799は、抵抗1個でプログラミングできる、小型で、
正確で、使いやすい発振器です。標準精度が0.5%より高
く、温度と電源の影響を受けにくいので、LTC1799の性
能は水晶発振器やセラミック共振器の性能に近いにもかか
わらず、PCB上の占有面積ははるかに小さくてすみます。
抵抗-周波数変換アーキテクチャのおかげで、分解能に制限
がなく、デザインを簡素化できます。その結果、これまで
にない使いやすさと精度を両立させた、小型SOT-23パッ
ケージの方形波発振器が得られます。
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